
はじめに 
今回は、秋の夜長のお供に「お酒の話題」を２つお届けします。 

ワインは、高度経済成長を経た1970年代の食生活の多様化や外食の普

及と、外国産ワインの輸入自由化（1970年）とが相まって本格的に広がり始

めたと言われ、この50年間ですっかり身近なものとなりました。 

ワインの新酒にあたるボジョレー・ヌーヴォーは、解禁日が世界的に11月第

3木曜日の午前０時と定められていることから、日付変更線が近い日本は世

界一早くこのワインを味わえるとあって、ワインブームの火付け役となりました。

現在でも初物を楽しむ習慣がある日本人には根強い人気があります。 

ちなみに、今年の解禁日は11月19日（木）となります。 

一方、日本酒は、近年海外への輸出が増加傾向にあります。現地では、

“ＳＡＫＥ”と標記して販売されているそうです。 

日本酒の起源は定かではありませんが、米を原料とするお酒の造り方に関

する最も古い資料 は奈良時代のものとされ、これを日本酒の起源とするな

ら、日本酒には1000年以上の歴史があることになります。 

今回は、ワインのうち2L以下の容器入りにした「ボトルワイン」と、「日本酒」を

取り上げます。 
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 ★ボトルワインの輸入数量及び金額は堅調に推移！ 

 ★２０１９年はＥＵからのワインの輸入が増加！ 

 ☆日本酒の輸出数量はこの１０年間で２倍超！ 

本特集の「ボトルワイン」は、 

輸入統計品目番号の2204.21-020（ぶどう酒のうち、２ℓ以下の容器入りにしたもの） 

本特集の「日本酒」は、 

輸出統計品目番号の2206.00-200（清酒） 

 に分類されるものについてまとめたものです。 
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ボトルワインの輸入 
最初に、ボトルワインの輸入について見てみましょう。 

1998年は、輸入数量及び金額共に突出しています。赤ワインに含まれるポリフェ

ノールの効用が広く取り上げられた、いわゆる「赤ワインブーム」の年でした。近年

は、当時ほどの伸びはありませんが、輸入数量及び金額は堅調に推移しています。 

ボトルワインの輸入と日本酒の輸出 

1998年 

赤ワインブーム 

（図1）ボトルワインの輸入動向 
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※ 

※「大隈国風土記」（713年以降）、「播磨国風土記」（716年頃） 

 赤ワインブーム 

 堅調に推移 
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港別動向 

 2019年は、チリ産の輸入数量が減少した一方で、フランスやイタリア、スペイン産

の輸入数量が増加しました。これは、2019年2月に発効した日EU経済連携協定（Ｅ

ＰＡ）により、関税が即時撤廃された影響によるものとみられています。 

（図3）国別輸入数量推移 

スパークリングワインの輸入動向 

スパークリングワインは、発泡性でおしゃれなイメージがあり、軽い

口当たりで多くの料理にマッチし、リーズナブルな価格のものが多いこ

とから、人気が高まっています。2019年の輸入数量及び金額が

1988年以降過去最大となりました。 

「スパークリングワイン」は、輸入統計品目番号2204.10-000に分類されるものです。 

国別動向 

 ワインは、ヨーロッパや中南米の他、北米、オ

セアニアなどからも輸入されています。2019年

の国別輸入数量割合では、チリ、フランス、イタ

リア、スペイン、米国、オーストラリア産の順で多

く、この6か国で全体の9割を超えています。 

 上記の6か国について、国別輸入数量の推移

をグラフにしたのが図3です。フランス産が長らく

トップでしたが、チリ産が品質向上してきたこと、

2007年9月に発効した日チリ経済連携協定（Ｅ

ＰＡ）により関税が段階的に引き下げられたこと

などから輸入数量が増え、2015年からはフラン

ス産を抜いて1位になりました。 

 2019年の港別の輸入数量では東京港がトップとなっています。 

 ワインは、リーファーコンテナという冷却装置を備えたコンテナなどを使用して大量

に海上輸送される割合が多く、航空輸送される割合が比較的少ない品物です。 

図5は2019年の航空輸送による輸入数量を示していますが、年間の約8割が11月

に集中していることがわかります。これは、ボジョレー・ヌーヴォーの輸入の影響によ

るものとみられています。 

 

（図4）港別輸入数量割合（2019年） （図5）月別輸入数量（2019年、航空輸送分） 

（図2）国別輸入数量割合 
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2019年11月に航空輸送で輸入された 

ワインは年間航空輸入分の78.8％ 

（億円） （ＫＬ） 
（図6）スパークリングワインの輸入動向 
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おわりに 

 2009年と2019年の輸出数量を比較すると、10年間で2倍を超えて増加してい

ることがわかります。 

 近年、海外に和食レストランが増加したこと、2013年に和食がユネスコ無形文

化遺産に登録されたことなどから海外で和食が注目される中、日本酒もその味が

広く知られることとなりました。訪日外国人観光客がお土産として購入して持ち

帰ったことも、海外での人気の要因とみられています。 
ワインは、スーパーマーケットやコンビニエンスストアなど、多くの店舗で取り扱わ

れています。また、インターネットショッピングの普及もあり、家に居ながら世界中のワ

インを楽しめるようになりました。 

日本酒は、近年、農林水産省や国税庁などが輸出推進している日本産食品の

品目のひとつです。新型コロナウィルスの感染拡大の影響に伴い訪日外国人観光

客が減少し、インバウンド消費の回復はすぐには望めないものの、日本産酒類の輸

出を後押しする観点から、令和2年度税制改正において、輸出用清酒製造免許制

度という新しい制度が設けられました。酒税法では、需給の均衡や事業の安定性の

観点から、1年間に酒類を製造する数量について最低数量の制限が設けられてい

ます（清酒の場合は60キロリットル）が、輸出用に限って、この基準を適用しないこと

とされました。これにより、高付加価値商品を少量から製造できることとなり、ブラン

ド化を図ると共に、輸出力の強化を目指しています。 

ワインが「世界から日本へ」のお酒と言うなら、日本酒は「日本から世界へ」のお

酒と言えるでしょう。 

 次は、日本酒の輸出について見てみましょう。 

 2019年は、輸出数量が前年比96.8％とやや減少したものの、輸出金額が前

年比105.3％と増加しており、近年は総じて増加傾向で推移しています。 

日本酒の輸出 

国（地域）別動向 

 港別動向 
 2019年の港別の輸出金額では、日本有数の酒どころを抱える神戸港がトップで、

東京港は2位となっています。日本酒は海上輸送で輸出されることが多い品物では

ありますが、近年、航空輸送により輸出される数量及び金額が増加しています。こ

れは、例えば「純米吟醸酒」などの付加価値を高めた、高価格帯の日本酒の輸出

が増えていることによるものとみられています。 

 国（地域）別では、米国が輸出先の1位となっています。米国は食文化が多様

であることから、日本酒の味が受け入れられやすかったものとみられています。 

 また、近年では中国への輸出が増加して 

います。これは、富裕層に対する販売が増え

ていることが要因とみられています。 

（図7） 

日本酒の輸出動向 

（図10）港別輸出金額割合（2019年） 

ボトルワインの輸入と日本酒の輸出 
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（図11）日本酒の輸出動向（航空輸送分） 
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10年間で航空輸送による 

輸出数量は約5倍！ 

  2009年 → 2019年  

  41KL    204KL 

（図9）国（地域）別輸出数量推移 

（億円） （ＫＬ） 

10年間で輸出数量は2倍超！  

 2009年  → 2019年 

11,949KL   24,928KL 

（図8）国（地域）別輸出数量割合（2019年） 

（ＫＬ） 
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ボトルワインの輸入数量・金額推移 

（単位 数量：ＫＬ 金額：億円） 

ボトルワインの国別輸入数量推移 

  （2019年分の上位6か国分） 

ボトルワインの輸入と日本酒の輸出 

ボトルワインの港別輸入数量（2019年） 

（単位 数量：ＫＬ） 

ボトルワインの月別輸入数量（2019年） 

（単位 数量：ＫＬ） 

スパークリングワインの輸入数量・金額推移 
（単位 数量：ＫＬ） （単位 数量：ＫＬ 金額：億円） 



本資料を引用する場合、東京税関の資料による旨を注記して下さい。 

 

本資料に関するお問合せは以下へお願いします。 

東京税関 調査部 調査統計課 TEL：03-3599-6385 
〒135-8615 東京都江東区青海2-7-11 東京港湾合同庁舎 

東京税関 

http://www.customs.go.jp/tokyo/ 

貿易統計の数値はインターネットでも検索できます。 

 財務省貿易統計 検索 
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取材協力：日本洋酒輸入協会 

       日本酒造組合中央会 

ボトルワインの輸入と日本酒の輸出 

日本酒の輸出数量・金額推移 

（単位 数量：ＫＬ 金額：億円） 

日本酒の国（地域）別輸出数量推移 

（2019年の上位5か国（地域）分） （単位 数量：ＫＬ） 

日本酒の港別輸出金額（2019年） 

（単位 金額：億円） 

日本酒の輸出数量・金額推移（航空輸送分） 

（単位 数量：ＫＬ 金額：百万円） 

参考資料：森覚,「見て覚える ワインの絵  

              事典」, 新星出版社, 2020,  

       191p        

 
くれぐれも飲みすぎには 

注意するんだワン！！ 


